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義
時
際
淀
に
於
げ
ろ
降
強
風讐
)地
滞
鵜

雨
水
ビ
し
て
下
降
す
る
水
の
三
分
の

一
は
蒸
馨
し
三

分
の

1
は
流
水
ど
し
て
逸
失
し
残
土

二
分
の

7
は
地
下

水
ビ
し
て
地
中
に
達
人
す
る
三
言
ふ
こ
ĴJ
は

I
般
的
に

認
め
ら
れ
て
ゐ
る
朗
で
あ
る
｡
然
し
英
等
の
関
係
は
土

地
の
状
態
の
如
何
に
よ
っ
て
大
い
に
そ
の
数
億
を
異
に

す
る
の
は
勿
論
で
あ
る
｡

長
崎
附
近
は
ま
ビ
し
て
安
山
岩
に
て
構
成
さ
れ
土
地

稲

井

薩

男

板
東
に
し
て
山
勢
又
綻
な
ら
ざ
る
を
以
っ
て
降
水
畳
に

比
し
て
地
下
に
透
入
す
る
水
が

1
殻
の
場
倉
に
托
し
て

少
い
だ
ら
-
A/J
T試
ふ
こ
さ
は
容
易
に
想
像
し
縛
る
こ
亡

で
あ
る
｡

長
崎
測
候
所
に
於
て
観
測
せ
る
最
近
教
ケ
年
間
の
降

雨
量
を
見
る
に
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二
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血
沈
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ふ
勘
定
に
な
る
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そ
れ
故
長
崎
市
附
近
に
於
け
る

降
水
畳
だ
蒸
登

晋

の
比
は
他
の
多
-
の
場
所
に
於
け

る
ビ
同
様

1
三

二
分

ノ

叫
ど
の
比
に
な
っ
て
ゐ
る
｡

目
下
長
嶋
市
の
水
道
水
源
地
だ
し
て
使
用
さ
れ
て
ゐ

る
も
の
は
本
河
内
高
部
､
本
河
内
低
部
及
び
関
山
水
源

地
の
三
ヶ
所
あ
る
が
何
れ
も
天
水
を
湛
水
し
て
水
源
ど

し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
0
魚
し
て
各
水
源
地
の
魚
水
面

積
は
本
河
内
商
都
が
三
千
八
百
十
常
平
方
尺

(三
百
五

十
二
町
七
反
八
朝
十
九
歩
)
､本
河
内
砥
部
が
七
百
八
十

九
薦
九
千
卒
寿
尺
(四
十
四
町

7
反
四
畝
二
十
何
歩
)
で

あ
り
西
山
水
源
地
が
五
千
番
平
方
尺

(四
百
四
十
四
町

四
反
四
朝
十
三
歩
)
で
あ
る
か
ら
各
水
源
地
に
於
け
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有
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用
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蒸
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十
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本
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三
宵
八
十
五
茜
二
千
五
百
五
十
三
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宵
山
水
源
地
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四
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六
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八
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i
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九
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三
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〇
八
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ど
な
る
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近
二
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有
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方
ふ
勘
定
に
な
る
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飴
る
に
大
正
十
三
年
度
に
於
け
る
各
水
源
地
の
滑
嚢

水
量
は
､

長
崎
附
妃
に
於
け
ち
降
水
魚
寸)地
下
水

l
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㍉
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㌔

で
あ
る
か
ら
有
効
利
用
水
量
の
三
分
の

二

に

該

督

し
て

ゐ
る
0
然
し
て
集
水
嵩
域
内

に
は
地

下
水

が
湧
出
す

る
等
の
箇
所
は
愈
々
な
き
故
前
掲
の
数
値
は
絶
て
流
水

に
蓋
-
も
の
亡
者
へ
て
1
い
.
両
も
滑
嚢
水
量
の
表
中

二
月
二
十

一
日
か
ら
四
月
二
十
六
日
迄
及
び
十
二
月
十

三
日
以
後
は
午
前
十
時
よ
h
午
後
八
時
ま
で
の
制
限
給

水
を
行
っ
て
ゐ
た
か
ら
基
の
期
間
中
の
流
水
は
絶
て
集

衰
-

二
五



地

球

水
す
る
二
だ
が
出
凍
吾
に
し
て
も
放
任
給
水
を
rhj
L
で

ゐ
た
期
間
中
に
は
降
水
量
が
各
水
源
地
の
貯
水
農
以
止

に
な
っ
た
場
令
は
逸
失
す
る
こ
/̂J
に
な
る
｡
盆
し
て
各

水
源
地
の
貯
水
量
は
満
水
せ
る
場
倉
に
て
本
河
内
高
部

二
宵
〇
一
苗
八
千
〇
四
十
七
着
､
本
河
内
砥
部
三
百
四

十

二
糾
叫
千
〇
二
石
'
関
山
貯
水
池
八
百
二
十
三
黄
八

千
二
面
九
十
三
着
､
合
計
千
三
百
六
十
六
番
七
千
三
百

四
十
二
着
で
あ
る
.
従
っ
て
是
等
の
浦
水
宙
を
超
え
て

過
失
し
た
水
量
と
湛
水
中
に
地
下
に
浸
透
し
て
貯
-
求

量
.fJ
を
考

へ
る
亡
き
は
例
ひ
水
道
水
源
の

一
部
が
地
下

水
の
連
出
す
る
も
の
に
滴
毒
さ
れ
て
ゐ
る
ど
し
て
も
こ

の
水
畳
ビ
逸
失
す
る
水
量
ビ
は
細
裂
し
て
飴

も
あ
る
も

の
ど
考

へ
ら
れ
る
0

節
蛸
巻

第
五
鶴

嚢

二

二
六

斯
-
考
察
す
る
時
は
長
晴
市
附
近
で
は
降
水
量
の
九

分
の
四
凋
流
水
ビ
し
て
地
表
を
携
れ
下
-
九
分
の
三
は

蒸
馨
し
残
-
即
ち
九
分
の
二
丈
け
が
地
下
に
浸
透
し
て

行
-
こ
と
に
な
る
｡
之
は
地
表
が
観
密
な
安
山
潜
に
故

覆
さ
れ
山
勢
又
成
tIbら
ざ
る
贋
で
あ
る
.

敢
近
長
崎
市
に
於
て
水
温
水
源
の
水
盤
に
不
足
を
戚

じ
水
痘
将
没
の
計
蓋
が
あ
っ
た
際
長
崎
市
町
近
の
地
勢

が
狭
小
で
地
表
流
水
を
集
む
る
の
低
域
を
新
し
-
求
む

る
の
困
難
な
る
た
め
地
下
水
利
用
の
講
も
起
っ
た
5･J
い

ふ
こ
ど
で
あ
る
が
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
地
表
流
水
を
利
用

す
る
こ
E
に
議
決
さ
れ
目
下
そ
の
方
針
に
て
工
事
を
進

捗
し
て
ゐ
る
ĴJ
い
ふ
こ
亡
は
峯
に
上
述
の
鮎
か
ら
し
て

も
蕾
を
得
た
も
の
呈
示
は
ね
ぼ
な
ら
ぬ
.

地
球
の
億
軍
成
分
に
就
い
て

≡

(
ワ
シ
ン
ト
ン
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地
球
内
部
の
物
質
の
分
布
に
つ
い
て
p
種
々
の
侶
寵

中
.
漸
次
成
分
を
典
に
す
る
珪
酸
鎌
物
殻
に
因
ま
れ
た

る
エ
ア
ケ
ル
班
の
中
心
固
髄
核
を
想
像
す
る
説
は
地
球

物
埋
単
著
も

1
股
に
承
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
.
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